
会
場
：
ま
い
・
あ
み
特
設
ス
テ
ー
ジ
／

ま
い
・
あ
み
ス
ト
リ
ー
ト（
通
称
）

日
時
：
8
月
6
日（
土
）・
7
日（
日
）

午
後
3
時
〜
9
時

22
回
目
を
迎
え
る
『
ま
い
・
あ
み
・
ま
つ
り
2
0
1
1
』。
今
年
の
ポ
ス
タ
ー

の
原
画
に
は
、
阿
見
第
一
小
学
校
5
年
生
の
高
田
風
花
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ

ま
し
た
。（
19
ペ
ー
ジ
に
ス
テ
ー
ジ
・
ス
ト
リ
ー
ト
で
の
催
し
に
つ
い
て
掲
載
）

●交通規制のお知らせ●
8 月 6 日・7 日、さわやかセンタ

ー前通りは午後 3 時から 9 時 30 分
までの間、交通規制により通行止
めになります。皆さんのご理解・ご
協力をお願いします。
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町
民
に
よ
る
町
民
の
た
め
の
地
域
国
際
交
流
の
充
実
を
目
指
し
て

町
国
際
交
流
協
会

十
三
年
目
の
歩
み

町
国
際
交
流
協
会
は
設
立
後
13
年
目
を

迎
え
、
姉
妹
都
市
・
友
好
都
市
交
流
お
よ

び
地
域
国
際
交
流
そ
れ
ぞ
れ
に
町
民
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
得
て
順
調
に
推
進
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

中
国
柳
州
市
と
の
友
好
都
市
交
流
で

は
、
6
月
下
旬
に
柳
州
市
李
麗
珍
文
化
局

局
長
を
団
長
に
農
業
局
長
の
ほ
か
一
般
市

民
か
ら
な
る
友
好
代
表
団
14
人
が
来
町

し
、
町
内
施
設
（
中
郷
保
育
所
・
県
立
医

療
大
学・阿
見
中
学
校
）の
視
察
を
は
じ
め
、

茶
道
体
験
や
町
民
と
の
太
極
拳
交
流
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
8
月
上
旬
に
は
、
柳

州
市
か
ら
学
生
使
節
団
16
人
（
学
生
12
人・

引
率
4
人
）
が
来
町
し
、
町
内
の
家
庭
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
阿
見
中
学
校
と
の
交

流
を
は
じ
め
、
茶
道
・
吹
き
矢
の
体
験
、

ま
い
・
あ
み
・
ま
つ
り
の
神
輿
体
験
・
盆
踊

り
に
参
加
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
米
国
ス
ー
ペ
リ
ア
市
と
の
姉
妹

都
市
交
流
で
は
、
7
月
下
旬
に
中
学
生
親

善
大
使
16
人
（
学
生
12
人
・
引
率
4
人
）
が

ス
ー
ペ
リ
ア
市
に
派
遣
さ
れ
、
一
般
家
庭

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
米
国
で
の
生

活
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
9
月
下
旬

に
は
、
川
田
会
長
を
団
長
と
し
た
親
善
訪

問
団
8
人
が
派
遣
さ
れ
、
ス
ー
ペ
リ
ア
市

民
と
の
交
流
や
ス
ー
ペ
リ
ア
・
阿
見
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
間
の
交
流
を
深
め
る
と
と

も
に
、
議
定
合
意
書
の
更
新
（
2
0
1
0

年
～
2
0
1
5
年
）
と
ビ
リ
ン
グ
ス
公
園

内
に
第
一
期
工
事
と
し
て
完
成
し
た
友
情

庭
園
の
除
幕
式
に
参
列
し
ま
し
た
。

一
方
、
地
域
在
住
の
外
国
人
と
の
交
流

は
、
国
際
親
善
花
見
会
に
は
じ
ま
り
、
応

援
コ
ー
ナ
ー
『
ハ
ッ
ピ
ー
タ
イ
ム
』、ま
い・

あ
み
・
ま
つ
り
へ
の
参
加
、
日
本
文
化
体

験
ツ
ア
ー
（
県
自
然
博
物
館
・
ヤ
ク
ル
ト

工
場
）、
ギ
ョ
ー
ザ
と
け
ん
ち
ん
汁
を
作

り
な
が
ら
の
料
理
交
流
会
、
世
界
文
化
紹

介
（
デ
ン
マ
ー
ク
編
）、
外
国
人
の
た
め

の
日
本
語
教
室
・
発
表
会
な
ど
、
多
く
の

協
会
会
員
お
よ
び
町
民
の
参
加
を
得
て
楽

し
く
交
流
・
支
援
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、『
さ
わ
や
か
フ
ェ
ア

2
0
１
0
』
に
参
加
し
て
当
協
会
の
活
動

を
P
R
す
る
と
と
も
に
、
国
際
農
園
グ
ル

ー
プ
生
産
の
農
作
物
の
販
売
を
行
い
、
収

益
金
を
寄
付
し
ま
し
た
。

町
国
際
交
流
協
会
は
今
後
と
も
こ
れ
ま

で
の
実
績
を
踏
ま
え
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
国
際
交
流
活
動
の
展
開
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と

積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

町親善訪問団、米国スーペリア市を訪問（9月 27日〜 10月 3日）
●議定合意書の更新
　（2010 年～ 2015 年）

●友情庭園除幕式 ●ロータリークラブ例会に参加
　バナーの交換

●市庁舎・議場の視察

中国柳州市学生使節団来町（8月 6日〜 10日）
●歓迎式・対面式
ホストファミリーと一緒に

●吹き矢の体験 ●阿見中学校での交流 ●まい・あみ・まつり
　オンステージ

中国柳州市友好代表団来町（6月 23日〜 26日）
●茶道の体験 ●太極拳交流 ●諏訪原さん宅訪問 ●町民交流パーティー

13th  year’s  activities  by  Ami  International  Exchange  Associatio	 町国際交流協会事務局☎ 888ー1111（292）　
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平成22年度の活動

4.4▶国際親善花見会（165人）
4.1・4.11▶外国人のための日本語教室
前期開講（木曜・日曜クラス）
4.11 から▶在住外国人応援コーナー『ハ
ッピータイム』毎月第 2・4日曜日
4.16▶理事会
4.24▶総会
6.8から▶通訳研修会（第1回～第4回）
6.23 〜 6.26▶中国柳州市友好代表団
（14人）来町
7.2▶協会広報紙「NOW」37号発行
7.23〜8.1▶町中学生親善大使（16人）
米国スーペリア市訪問
8.6 〜 8.10▶中国柳州市学生使節団
（16人）来町
8.8▶町在住の外国人とともにまい・あ
み・まつり 2010 盆踊りに参加（76人）
9.27 〜 10.3▶町親善訪問団（8人）米
国スーペリア市訪問
10.7・10.10▶外国人のための日本語教
室後期開講（木曜・日曜クラス）
10.24▶さわやかフェア 2010 に参加
10.29▶理事会
10.30▶日本文化体験ツアー（42人）
11.30▶協会広報紙「NOW」38号発行
12.5▶外国文化に触れよう（料理交流
会／ 48人）
H23.2.13▶世界の文化紹介（デンマー
ク編、奥井フレデリクセン・マリさん／
60人）
2.27▶外国人による日本語発表会（発
表者 12人／ 4か国）
3.7▶茨城大学留学生支援団体との交流
3.25▶協会広報紙「NOW」39号発行

町内地域交流

●日本文化体験ツアー
（県自然博物館、ヤクルト工場）

●外国文化に触れよう
（皮から作るギョーザ作りに挑戦）

●世界の文化を知ろう
（デンマーク編）

●外国人による日本語発表会

●さわやかフェア 2010
（大学イモと野菜の販売）

●まい・あみ・まつり
（盆踊りに参加）

●ハッピータイム●国際親善花見会

●あなたの参加を待っています●
協会の活動内容・運営方法・組織体制・中長期の展望計画などについ
て、あなたのご提案や活動への積極的な参加を求めています。協会
のホームページもご覧いただき、ご意見やご提案をお寄せください。
電話または Eメールでも結構です。

問合せ	 役場 2階町国際交流協会事務局☎ 888ー1111（292）
▼Ｅメール：aiea-ami@atlas.plala.or.jp
▼ホームページ：http://www.town.ami.ibaraki.jp/aiea/
index.html/

13th  year’s  activities  by  Ami  International  Exchange  Associatio	 町国際交流協会事務局☎ 888ー1111（292）　

●会員募集●
対　　象	 国際交流活動や国際協力に興

味・関心がある人なら、どな
たでも入会できます。国籍・
住所・年齢・性別は問いません
　※外国語を話せる必要もあ
りません

会　　費	 ▼個人・学生会員：一口 1,000
円（中学生以下 500 円）▼賛
助会員：一口 10,000 円

申込方法	 協会に備え付けの申込書に必
要事項を記入し、会費を添え
て申し込む。申込書は協会ホ
ームページからもダウンロー
ド可
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国保年金課後期高齢医療福祉係☎ 888ー1111（134・135）

後期高齢者医療制度（長寿医療制度）の

保険料と納め方

こうきこうれいしゃいりょうせいど

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
の
納
め
方
は
、
▼
特
別
徴
収
：

年
金
か
ら
引
か
れ
る
方
法
▼
普
通

徴
収
：
納
付
書
や
口
座
振
替
に
よ

り
納
め
る
方
法
ー
の
2
通
り
が

あ
り
ま
す
。

原
則
と
し
て
特
別
徴
収
と
な
り

ま
す
が
、
次
に
該
当
す
る
人
は
普

通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

▼
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
保
険
料
の
1
回
あ
た

り
の
合
計
が
、
1
回
あ
た
り
の

年
金
支
給
額
の
2
分
の
1
を
超

え
る
人

▼
受
給
し
て
い
る
年
金
が
年
額

18
万
円
未
満
の
人

▼
年
度
途
中
で
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
し
た
人

※
年
金
支
給
額
と
は
、
受
け
取
り

に
な
っ
て
い
る
年
金
総
額
で
は

な
く
、
介
護
保
険
料
が
引
き
落

と
さ
れ
て
い
る
年
金
の
支
給
額

で
す

※
複
数
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
優
先
順
位
の
高
い
年
金

が
特
別
徴
収
対
象
年
金
に
な
り

ま
す
。
例
え
ば
厚
生
年
金
と
共

済
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場

合
、
厚
生
年
金
が
優
先
順
位
の

高
い
年
金
に
な
り
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度（
長

寿
医
療
制
度
／
以
下
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
）
の
保
険
料

は
、
介
護
保
険
と
同
様
に
個
人
ご

と
に
算
定
し
、
定
額
の『
均
等
割
』

と
所
得
に
応
じ
て
計
算
さ
れ
る

『
所
得
割
』
の
合
計
と
な
り
ま
す
。

保
険
料
率
は
県
内
一
律
と
な
り
、

医
療
費
の
動
向
等
を
踏
ま
え
て
2

年
ご
と
に
見
直
さ
れ
ま
す
。な
お
、

平
成
22
年
度
お
よ
び
平
成
23
年
度

は
、
前
年
度
の
保
険
料
率
が
据
え

置
か
れ
ま
す
。

■
均
等
割
軽
減

『
世
帯
内
の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者
全
員
と
世
帯
主

の
総
所
得
金
額
等
の
合
計
額
』
が

左
表
の
基
準
額
を
超
え
な
い
場

合
、
保
険
料
の
均
等
割
部
分
が
軽

▼均等割軽減の基準額

減
さ
れ
ま
す
。

※
軽
減
判
定
の
注
意
：
世
帯
主
が
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険

者
で
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、

世
帯
主
の
総
所
得
金
額
等
も
軽

減
判
定
の
対
象
に
な
り
ま
す

■
所
得
割
軽
減

基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等

が
58
万
円
以
下
の
人
は
、
所
得
割

額
が
5
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

■
被
扶
養
で
あ
っ
た
人
の

軽
減

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入

日
の
前
日
に
お
い
て
被
用
者
保
険

（
全
国
健
康
保
険
協
会
・
旧
政
府
管

掌
・
組
合
保
険
・
船
員
保
険
・
共
済

組
合
）の
被
扶
養
で
あ
っ
た
人
は
、

所
得
割
が
か
か
ら
ず
、
均
等
割
額

が
9
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
年
間
保
険
料
は
3
7
0
0

円
と
な
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
・
国
民
健
康
保

険
組
合
の
加
入
者
で
あ
っ
た
人

は
該
当
し
ま
せ
ん

軽減割合 被保険者全員および世帯主の総合所得金額等が下記の金額以下の世帯

9割
均等割額の 8.5 割軽減を受ける世帯のうち、後期高齢者医療制度の被保険
者全員が、年金収入 80万円以下（そのほかの各種所得がない）の場合

8.5 割 基礎控除額（33万円）

5 割
基礎控除額（33万円）＋ 24万 5千円×世帯主を除く同一世帯内の被保険者数
※被保険者である当該世帯主を除く

2 割 基礎控除額（33万円）＋ 35万円×同一世帯内の被保険者数

保
険
料
の
軽
減
措
置

保
険
料
の
納
め
方

均等割額 所得割額

保険料（年額）
(100円未満切捨て)＝

定額
37,462 円 ＋

所得から計算
（総所得金額等※ －33万円）

× 7.6％

賦課限度額（年額） = 50 万円
（どんなに所得の高い人でも保険料の上限は年額 50万円です）

※総所得金額等とは、『年金収入−公的年金控除』・『給与収入−給与
所得控除』・『事業収入−必要経費』等で、各種所得控除前の金額です。
また、退職所得以外の分離課税の所得金額（土地・建物や株式等の
譲渡所得などで特別控除後の額）も総所得金額等に含まれます



後期高齢者医療制度の被保険証の有効期限は 7月 31日までと
なっております。新しい被保険証は 7月下旬に郵送します。

■保険料の納め忘れはござ
いませんか？
後期高齢者医療保険料の納め忘

れがありますと、8月以降の被保
険証の有効期限が短くなることが
あります。お早めにお納めくださ
い。
※有効期限を過ぎた古い被保険
証は、国保年金課窓口までご返
却いただくか、切り刻むなどし
て各家庭の責任で処分してくだ
さい

5　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

特
別
徴
収
対
象
の
人
は
、
国
保

年
金
課
窓
口
へ
お
申
し
出
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
の
特
別

徴
収
を
中
止
し
、
口
座
振
替
に
よ

り
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
（
現
在
普
通
徴
収

の
人
で
も
、
事
前
に
申
請
が
で
き

ま
す
）。

口
座
振
替
へ
の
変
更
を
希
望
す

る
人
は
、
▼
振
替
口
座
の
預
金
通

帳
▼
通
帳
の
届
出
印
▼
被
保
険
者

証
ー
を
お
持
ち
の
う
え
、
国
保

年
金
課
窓
口
に
て
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
申
請
の
時
期
に
よ
り
年

金
か
ら
の
天
引
き
を
中
止
で
き
る

月
は
異
な
り
ま
す
。

※
本
人
以
外
の
口
座
か
ら
の
振
り

替
え
が
で
き
ま
す
。そ
の
場
合
、

口
座
名
義
人
の
所
得
税
や
住
民

税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す

※
口
座
振
替
後
、
振
替
不
能
と
な

っ
た
場
合
は
、
年
金
か
ら
の
お

支
払
い
に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い

医
療
機
関
で
の
自
己
負
担
割

合
は『
1
割
』と『
3
割
』が
あ
り
、

前
年
の
所
得
を
も
と
に
判
定
さ

れ
、
毎
年
8
月
1
日
か
ら
の
1

年
間
の
負
担
割
合
が
決
ま
り
ま

す
。現

在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
の

有
効
期
限
は
平
成
23
年
7
月
31
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い

被
保
険
者
証
は
7
月
下
旬
に
郵
送

し
ま
す
。

※
現
役
並
み
所
得
者
：
同
一
世
帯

に
住
民
税
課
税
所
得
が

1
4
5
万
円
以
上
の
被
保
険
者

が
い
る
人
。
た
だ
し
、
被
保
険

者
の
収
入
合
計
が
2
人
以
上
で

5
2
0
万
円
（
1
人
の
場
合

3
8
3
万
円
）未
満
の
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
『
一
般
』
の
区
分

と
同
様
と
な
り
、
1
割
負
担
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
移
行
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
被
保
険
者
が
1
人
と

な
り
、
現
役
並
み
所
得
者
と
な

っ
た
場
合
は
、
住
民
税
課
税
所

得
1
4
5
万
円
以
上
か
つ
収
入

3
8
3
万
円
以
上
で
同
一
世
帯

の
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
を

含
め
た
収
入
合
計
が
5
2
0
万

円
未
満
の
場
合
は
、
申
請
に
よ

り
『
一
般
』
の
区
分
と
同
様
と

な
り
、
1
割
負
担
と
な
り
ま
す

こうきこうれいしゃいりょうせいど

区分 負担割合 判定基準

現役並み
所得者

3 割
本人または同一世帯内の被保険者の
住民税の課税所得が 145 万円以上	
（詳細は右下文中を参照）

一般 1 割 上記以外

後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証の更新
世帯全員が住民税非課税の人には、『後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証（以下、認定証）』

が交付されます。この認定証により、医療機関に入院する際に提示することで医療費の 1か月の自己負担
限度額（保険診療分）と入院時の食事代（標準負担額）が減額されます。また、申請した月の初日から適用
されます。
毎年 7月 31 日までの有効期限となっており、8月が更新となります。現在認定証をお持ちの人で 8月

以降もひき続き該当になる人は、申請が不要になり、被保険証に同封されて郵送されます。新規該当者に
は通知をお送りしますので申請をしていただくようになります。

後期高齢者医療制度の被保険者証は
8月 1日付で更新

平成２３年　７月３１日

年
金
天
引
き
か
ら
口
座

振
替
に
変
更
で
き
ま
す

医
療
機
関
で
の

自
己
負
担
割
合

『後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証』の更新

▼自己負担割合の判定
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8月から
更新です

●
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

70
歳
か
ら
74
歳
の
国
保
加
入
者

に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、
70
歳
に

な
ら
れ
た
月
の
翌
月
（
1
日
生
ま

れ
の
人
は
当
月
）
か
ら
高
齢
受
給

者
証
を
使
用
し
ま
す
。
現
在
交
付

さ
れ
て
い
る
受
給
者
証
の
有
効
期

限
は
7
月
31
日
ま
で
で
す
。
新
し

い
受
給
者
証
は
7
月
中
旬
に
お
送

り
し
ま
す
。
前
年
中
の
所
得
に
応

じ
て
自
己
負
担
割
合
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

▼
2
割
（
平
成
24
年
3
月
31
日
ま

で
1
割
）：
住
民
税
課
税
所
得
が

1
4
5
万
円
未
満
の
人
（
＝
一

般
）

※
70
歳
か
ら
74
歳
の
人
（
現
役
並

み
所
得
者
を
除
く
）
の
自
己
負

担
割
合
は
、
平
成
24
年
3
月
末

ま
で
1
割
に
据
え
置
か
れ
、
平

成
24
年
4
月
か
ら
は
2
割
に
変

更
さ
れ
る
予
定
で
す

▼
3
割
：
住
民
税
課
税
所
得
が

1
4
5
万
円
以
上
の
人
（
＝
現

役
並
み
所
得
者
）

※
現
役
並
み
所
得
者
と
判
定
さ
れ

る
所
得
で
あ
っ
て
も
、
該
当
者

の
収
入
合
計
が
2
人
以
上
で

5
2
0
万
円
未
満
、
1
人
で

3
8
3
万
円
未
満
の
場
合
、
申

請
に
よ
り
2
割
（
平
成
24
年
3
月

31
日
ま
で
1
割
）
負
担
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
該
当
す
る
人

に
は
通
知
を
お
送
り
し
ま
す

❶
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認

定
証

70
歳
未
満
の
国
保
加
入
者
が
入

院
し
た
場
合
、
一
つ
の
医
療
機
関

で
の
1
か
月
の
医
療
費
の
支
払
い

は
、
高
額
療
養
費
自
己
負
担
限
度

額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
交
付
に
あ
た
っ
て
は
国
保
税
に

滞
納
が
な
い
こ
と
が
条
件

❷
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

町
民
税
非
課
税
世
帯
の
国
保
加

入
者
で
70
歳
か
ら
74
歳
の
人
（
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
を
除

く
）
お
よ
び
70
歳
未
満
の
町
民
税

非
課
税
世
帯
の
人
（
国
保
税
に
滞

納
が
な
い
こ
と
が
条
件
）
が
入
院

し
た
場
合
に
は
、
医
療
費
の
支
払

い
が
高
額
療
養
費
自
己
負
担
限
度

額
ま
で
と
な
り
、
入
院
時
の
食
事

代
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

❸
国
民
健
康
保
険
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証

上
記
❷
の
認
定
証
の
交
付
が
受

け
ら
れ
な
い
町
民
税
非
課
税
世
帯

の
国
保
加
入
者
に
交
付
さ
れ
る
も

の
で
、
入
院
し
た
場
合
の
食
事
代

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

●
認
定
証
等
の
更
新
に
つ
い
て

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
上
記

❶
❷
❸
の
有
効
期
限
は
7
月
31
日

ま
で
で
す
。
更
新
お
よ
び
新
規
交

付
を
希
望
す
る
人
は
、
申
請
す
る

人
の
国
保
の
保
険
証
と
認
印
を
持

参
の
う
え
、
国
保
年
金
課
窓
口
に

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

別
世
帯
の
人
が
申
請
さ
れ
る
場
合

は
、
委
任
状
と
代
理
人
の
身
分
証

（
運
転
免
許
証
等
）
も
あ
わ
せ
て

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
認
定
証
、
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
等
を

医
療
機
関
に
提
示
す
る
と

国
保
か
ら
交
付
さ
れ
て
い
る
以
下
の
受
給
者
証
や
認
定
証
は
、
毎
年

7
月
31
日
ま
で
の
有
効
期
限
と
な
っ
て
お
り
、
8
月
か
ら
更
新
と

な
り
ま
す
。

▼国民健康保険高齢受給者証

▼国民健康保険限度額適用認定証

自
己
負
担
割
合
の
判
定
方
法

国保
お問い合わせは…
国保年金課国保係
☎ 888ー1111（131 ～
133）

国保税　納めて安心　わが家の健康



7　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

■
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

免
除
が
該
当
し
な
い
場
合
で

も
、
30
歳
未
満
の
人
に
限
り
利
用

で
き
る
制
度
で
す
。

●
対
象
：
30
歳
未
満
の
国
民
年
金

第
一
号
被
保
険
者
で
、
本
人
・

配
偶
者
の
前
年
所
得
が
、
表
の

『
全
額
免
除
』
欄
に
該
当
す
る
人

※
失
業
・
倒
産
・
事
業
の
廃
止
・
天

災
ー
な
ど
に
よ
り
承
認
さ
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す

※
本
人
・
配
偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の
扶

養
の
人
数
の
欄
が
基
準
と
な
り

ま
す

●
承
認
さ
れ
る
と
：
7
月
か
ら
翌

年
6
月
ま
で
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

▼
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金

番
号
の
わ
か
る
も
の
（
納
付
書
な

ど
）
▼
認
印
（
本
人
が
署
名
す
る

場
合
不
要
）
▼
失
業
な
ど
を
理
由

と
す
る
と
き
は
、
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
・
雇
用
保
険
被
保
険
者

離
職
票
・
雇
用
保
険
被
保
険
者
資

格
喪
失
確
認
証
ー
な
ど
の
写
し

▼
今
年
、
町
へ
転
入
し
た
人
は
前

年
の
所
得
状
況
『
各
種
控
除
内
容

（
社
会
保
険
料
控
除
・
医
療
費
控
除

等
）
も
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
』

を
証
明
す
る
も
の
（
※
）
▼
前
年

所
得
が
あ
る
人
は
、
前
年
所
得
を

■
保
険
料
免
除
制
度

『
全
額
免
除
』、『
4
分
の
3
免

除
』、『
半
額
免
除
』、『
4
分
の
1

免
除
』
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
対
象
：
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の

前
年
所
得
が
左
表
に
該
当
す
る
人

※
失
業
・
倒
産
・
事
業
の
廃
止
・
天

災
ー
な
ど
に
よ
り
承
認
さ
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す

※
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
そ
れ
ぞ

れ
の
扶
養
の
人
数
の
欄
が
基
準

と
な
り
ま
す

追
納
の
問
い
合
わ
せ
は
土
浦

年
金
事
務
所
（
☎
8
2
4
ー

7
1
2
1
）
ま
で

みんなでささえ愛…ねんきん

▼表：基準となる所得（収入）の目安 経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、

申
請
に
よ
り
免
除
・
猶
予
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
申
請
手
続
き

は
、
国
保
年
金
課
ま
た
は
う
ず
ら
出
張
所
で
『
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納

付
猶
予
申
請
書
』
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
届
出
く
だ
さ
い
。
後
日
、
日

本
年
金
機
構
が
前
年
の
所
得
な
ど
を
審
査
し
て
結
果
（
承
認
・
却
下
）
を
お

手
元
に
通
知
し
ま
す
。
平
成
22
年
度
の
受
付
は
8
月
1
日（
月
）ま
で
で
す
。

※
4
分
の
3
免
除
・
半
額
免
除
・
4
分

の
1
免
除
は
社
会
保
険
料
等
の

控
除
額
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す

●
承
認
さ
れ
る
と
：
7
月
か
ら
翌

年
6
月
ま
で
、保
険
料
の
全
額
・

4
分
の
3
・
半
額
・
4
分
の
1

ー
の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す

※
4
分
の
3
免
除
・
半
額
免
除
・
4

分
の
1
免
除
は
、
残
り
の
額
を

期
限
内
に
納
付
し
な
い
と
未
納

期
間
扱
い
と
な
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い

証
明
す
る
も
の
（
※
）

※
保
険
料
免
除
、
若
年
者
納
付
猶

予
を
申
請
す
る
人
で
配
偶
者
・
世

帯
主
が
該
当
す
る
場
合
、
そ
の

人
の
書
類
も
必
要
に
な
り
ま
す

■
継
続
申
請

申
請
時
の
希
望
に
よ
り
、
翌
年

度
以
降
継
続
し
て
免
除
（
猶
予
）

の
審
査
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
失
業
等
を
理
由
と
し

て
承
認
さ
れ
た
人
や
、
4
分
の
3

免
除
・
半
額
免
除
・
4
分
の
1
免
除

を
承
認
さ
れ
た
人
は
、
毎
年
申
請

が
必
要
で
す
。

■
追
納
し
ま
し
ょ
う
！

免
除
・
納
付
猶
予
の
承
認
を
受

け
た
期
間
の
保
険
料
は
、
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

る
（
追
納
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。

追
納
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
将
来
受

け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額

を
満
額
に
近
付
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

た
だ
し
、
3
年
目
以
降
に
追
納

す
る
場
合
、
当
時
の
保
険
料
に
加

算
金
が
つ
き
ま
す
の
で
、
お
早
め

の
『
追
納
』
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

国保年金課国民年金係☎ 888ー1111（136・137）

国
金民
年

区分 4 人世帯 2 人世帯 単身世帯
全額
免除

162 万円
（257 万円）

92万円
（157 万円）

57万円
（122 万円）

4分の3
免除

230 万円
（354 万円）

142 万円
（229 万円）

93万円
（158 万円）

半額
免除

282 万円
（420 万円）

195 万円
（304 万円）

141 万円
（227 万円）

4分の1
免除

335 万円
（486 万円）

247 万円
（376 万円）

189 万円
（296 万円）

※（　）内の金額は源泉徴収される前の
収入金額です（給与所得の金額は、給
与などの金額から給与所得控除額を差
し引いて算出されます）
※ 2人世帯は夫婦世帯、4人世帯は夫婦
と子ども 2人（全額免除を除き、その
うち 1人は特定扶養親族）の世帯です
※ 2 人世帯、4 人世帯とも、夫婦のどち
らかに所得（収入）のある世帯です

ご利用ください
保険料『免除』・『猶予』制度
第１号被保険者で保険料を納めるのが困難なときは、
未納のままにせず、国保年金課で手続きを。
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65歳以上の皆さんへ

介護保険料の納付について
普通徴収の人は7月に納付書が発送されます

段階 対　象 年間保険料
1 生活保護受給者、老齢福祉年金受給者（町民税非課税世帯）22,200 円

2 世帯全員が町民税非課税で、課税年金収入と合計所得の
合計が80万円以下 22,200 円

3 世帯全員が町民税非課税で、上記以外 33,300 円
4

（軽減）
本人が町民税非課税で、同一世帯に課税者がいて、課税
年金収入と合計所得の合計が80万円以下 36,800 円

4 本人が町民税課税で、同一世帯に課税者がいて、上記以外 44,400 円
5 本人が町民税課税で前年の合計所得金額が200万円未満 55,500 円
6 本人が町民税課税で前年の合計所得金額が200万円以上 66,600 円

皆さんに納めていただく介護保険
料は、『特別徴収』と『普通徴収』の 2
種類の方法により徴収しています。
保険料は、介護保険を運営するた
めの大切な財源となります。誰もが
安心して介護サービスを利用できる
よう保険料の納付にご理解・ご協力を
お願いします。

65歳以上の人の介護保険料の納め方は 2種類（特別徴収・普通徴収）あり、受給している年金の額によって
納付の方法が異なります。（年金を受給されていない人は、すべて普通徴収となります）

特別な事情もなく保険料を滞納すると、介護サービス利用時に、滞納した期間に応じて給付制限を受けるこ
とがあります。お支払いでお困りの人は、分割納付の制度もありますのでご相談ください。
また、次のような保険料の軽減制度もあります。
●生計が困難な人の減額
世帯全員が住民税非課税で、世帯の年間収入・預貯金・資産等が一定の要件に該当する場合
●災害などによる減免
災害などの特別な事情により、お支払が一時的に困難となった場合
●問い合わせ：社会福祉課介護保険係☎ 888ー1111（164・165）

■お支払いでお困りの人は

65 歳以上の人の介護保険料（平成 23年度）

保険料の納め方

社会福祉課☎888ー1111（164・165）
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みんなでささえ愛…かいごほけん

介護の認定を受けている皆さんへ

低所得者等の自己負担額軽減
軽減を受けるには申請が必要です！

介護保険 3 施設（ショートステイを含む）での居住費（滞在費）・食費は利用する人が全額負担することにな
っていますが、所得の低い人の負担が重くなり過ぎないよう、利用者負担段階に応じて負担を軽減して

います。　※グループホーム・有料老人ホームでのご利用はできません

利用者負担段階が、下記の『第 1 段階』～『第 3 段階』に該当する人です。

利用者負担 
第１段階

▼住民税が世帯非課税で、老齢福祉年金を受けている人
▼生活保護を受けている人
▼境界層に該当する人（負担の低い基準を適用すれば、生活保護を必要としない状態になる人）

利用者負担 
第 2 段階

▼住民税が世帯非課税で、合計所得金額と課税年金収入額の合計が年間で 80万円以下の人
▼境界層に該当する人（負担の低い基準を適用すれば、生活保護を必要としない状態になる人）

利用者負担 
第 3 段階

▼住民税が世帯非課税で、利用者負担第 2段階に該当しない人
▼境界層に該当する人（負担の低い基準を適用すれば、生活保護を必要としない状態になる人）
▼利用者負担第 4段階で、下記の『特例減額措置』を受けられる人

利用者負担 
第 4 段階

▼世帯内に住民税を課税されている人がいるが、本人が住民税非課税の人
▼本人が住民税を課税されている人

※利用者負担第 4 段階で『特例減額措置』を受けられる人
利用者負担第 4段階の人は、『特定入所者介護（支援）サービス費』の対象とはなりません。しかし高齢夫婦
世帯などで一方が施設に入所し、居住費・食費とを負担することで生計が困難になるなど一定の要件を満たし、
申請により認められた人は利用者負担第 3段階と同様の『特例減額措置』を受けることができます。詳しくは
窓口までお問い合わせください。

※現在認定証をお持ちの人は、6月30 日で有効期間が満了になります。引き続き軽減を希望する人はお早
めに役場 1階社会福祉課で更新手続きをしてください。なお、更新以外の申請も随時受け付けています
ので、詳しくは社会福祉課☎ 888ー1111（164・165）までお問い合わせください

施設サービス利用時の居住費（滞在費）・食費の負担軽減

■負担軽減の対象となる人は？

▼対象サービス
訪問介護・通所介護・短期入所生活介護・特別養護老人ホームの施設サービスーなど

社会福祉法人等による利用者負担額軽減措置
社会福祉法人等が提供する介護サービスの利用者で、申請により町が軽減対象者（住民税非課税世帯に属し、

一定の要件を満たしている人）であると認めた人について、利用者負担額・居住費および食費が軽減されます。
ただし、当該軽減措置を実施している社会福祉法人に限られます。
▼対象
次のすべてに該当し、町が生計困難と認めた人
1．世帯全員の住民税が非課税
2．世帯の収入額・貯蓄額が基準額以下（右表）
3．自宅以外に活用できる資産（土地や家屋等）を
所有していない

4．負担能力のある親族等に扶養されていない
5．介護保険料を滞納していない

●基準額表

区　分 1 人世帯 2人以上の世帯

基準収入額 150 万円 １人増すごとに 50万円加算
基準貯蓄額 350 万円 １人増すごとに 100万円加算
※収入には、仕送りや手当て、非課税年金等を含む
※貯蓄には、有価証券・債権等も含む

社会福祉課☎888ー1111（164・165）
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申込・問い合わせ　健康づくり課（総合保健福祉会館内）☎ 888ー2940

きょうも あしたも さわやかに
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。
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を
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ま
す
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練
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ョ
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）
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し
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仲
間
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、
運
動
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
・
会
話
を
通
し
て
リ

ハ
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を
し
て
み
ま
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ん
か
？

●
対
象　

町
内
在
住
の
40
歳
以
上

65
歳
未
満
の
人
で
、
次
に
該
当

す
る
人
▼
脳
卒
中
後
遺
症
や
そ

の
ほ
か
の
病
気
・
け
が
に
よ
り
、

医
療
に
お
け
る
リ
ハ
ビ
リ
が
終

了
し
た
後
も
、
継
続
し
て
リ
ハ

ビ
リ
を
行
い
た
い
人
▼
日
常
生

活
自
立
の
た
め
に
訓
練
が
必
要

な
人

※
医
療
に
お
け
る
リ
ハ
ビ
リ
を
要

す
る
人
や
介
護
保
険
法
に
規
定

す
る
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

人
は
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
せ
ん

●
利
用
日
時
・
期
間　

毎
週
木
曜

日
午
前
9
時
～
10
時
30
分
。
お

お
む
ね
1
年
を
1
期
間
と
し
ま

す
●
場
所　

総
合
保
健
福
祉
会
館

『
さ
わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』

●
内
容　

集
団
体
操
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
・
創
作
活
動
の
ほ
か
、

個
人
の
状
態
に
あ
っ
た
運
動
を

行
い
ま
す
。
仲
間
や
ス
タ
ッ
フ

と
会
話
を
す
る
こ
と
も
心
の
ケ

ア
に
な
り
ま
す
。理
学
療
法
士・

作
業
療
法
士
・
保
健
師
・
看
護
師

ス
ト
レ
ス
の
原
因
と
な
る
こ

と
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
人

は
、
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
た
状
態
が

続
く
と
、『
イ
ラ
イ
ラ
す
る
』・『
う

ま
く
眠
れ
な
い
』・『
さ
さ
い
な
こ

と
で
落
ち
込
む
』・『
気
力
が
な
く

な
る
』
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が

表
れ
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
が
な
け
れ
ば
ど
ん
な

に
楽
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す

が
、
生
き
て
い
く
う
え
で
ス
ト
レ

ス
を
完
全
に
取
り
除
く
こ
と
は
難

し
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
ス
ト

レ
ス
を
軽
く
す
る
た
め
の
方
法
は

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、『
考

え
方
を
ほ
ん
の
少
し
変
え
て
み

る
』
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

●
考
え
方
の
く
せ
を
知
り
ま
し
ょ
う

人
そ
れ
ぞ
れ
、
考
え
方
や
物
事

の
と
ら
え
方
に
は
く
せ
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、同
じ
失
敗
で
も
「
ど

う
し
よ
う
」
と
ひ
ど
く
落
ち
込
ん

で
し
ま
う
人
も
い
れ
ば
、「
ま
た
頑

張
れ
ば
い
い
や
」
と
思
え
る
人
も

い
ま
す
。
そ
れ
は
一
種
の
考
え
方

の
く
せ
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
ま

ず
、
自
分
の
考
え
方
の
く
せ
を
客

観
的
に
見
つ
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

ひとりじゃないから頑張れる

楽しくリハビリ

●
こ
ん
な
く
せ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

▼
一
度
の
失
敗
や
良
く
な
い
こ
と
を

考
え
て
不
安
に
な
る
→
過
去
に
と

ら
わ
れ
な
い
よ
う
心
が
け
る

▼
強
い
責
任
感
か
ら
何
で
も
自
分

の
せ
い
に
し
て
し
ま
う
→
自
分

の
せ
い
と
決
め
つ
け
な
い

▼
他
人
の
言
葉
や
態
度
に
裏
が
あ

る
の
で
は
と
深
読
み
し
て
し
ま

う
→
深
読
み
し
な
い
よ
う
心
が

け
る

こ
れ
ら
は
ご
く
一
例
で
す
。
こ

れ
ま
で
の
考
え
方
の
く
せ
を
ほ
ん

の
少
し
で
も
改
め
る
だ
け
で
、
気

持
ち
が
ず
い
ぶ
ん
と
違
っ
て
く
る

も
の
で
す
。

●
早
め
の
対
応
を
し
ま
し
ょ
う

そ
う
は
言
っ
て
も
、
長
年
の
考

え
方
の
く
せ
を
す
ぐ
に
変
え
る
こ

と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
体
の
不

調
を
感
じ
た
ら
、「
ス
ト
レ
ス
が
た

ま
っ
て
い
る
よ
」
と
い
う
疲
れ
た

こ
こ
ろ
か
ら
の
サ
イ
ン
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
、
早
い
段
階

で
変
化
に
気
づ
き
、
早
め
に
対
応

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
か
か
り

つ
け
の
医
師
や
心
療
内
科
・
精
神
科

な
ど
で
早
め
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▲自転車で運動しています。奥
では個別指導中

発
想
の
転
換
で
気
持
ち
を
軽
く

～
考
え
方
の
く
せ
を
知
っ
て
、
気
持
ち
を
楽
に
し
ま
し
ょ
う
～

▲体操で体をほぐしています



こんにちは。梅雨が明けると、子どもたちの大好きな『夏』
がやってきます。十分な休息と水分補給を心がけて過ごした
いですね。
今回の子育てシリーズは、お子さんがすくすく育つことを願
って、テーマごとに分けてお届けします。今回のテーマは『食
事』です。

各保育所・保育園についての問い合わせ：児童福祉課☎888ー1111（168）

子どもの胃はまだ小さく、消化吸収能力が未熟なため、
三度の食事のほかに間食で補う必要があります。おやつの
メニューには、蒸しパン・芋・フルーツ・野菜チップ・ドライ
フルーツ・ヨーグルト・ミルクプリンなどがおすすめです。
お手伝いできる年齢の子どもには、ホットケーキ・クッ
キーなどをおうちの人と一緒に作るなどして、おやつの時
間を楽しめる工夫をするのもいいですね。

間食（おやつ）について

大人と子どもの好き嫌いには少し違いがあります。子ど
もの好き嫌いの原因は、主に『見た目』・『におい』・『食感』・『味
付け』などです。『食べやすいやわらかさにする』・『料理に
混ぜる』・『食材を子どもが喜ぶ形に切る』などにし、食べ
る意欲を引き出しましょう。また、大好きな家族や友達が
おいしそうに食べている姿を見ることで「食べたい！」と
いう気持ちがわいてきます。
嫌いな食べ物を一口でも食べられたら、「すごいね！」など

とたくさん褒めてあげてください。子どもは褒められること
が大好きです。褒められると食べようという意欲につながり
ます。どうしても食べられない食材は、無理強いしないで同
じような栄養価のあるほかのもので補えるといいですね。

食べ物の好き嫌いについて

こそだてをおうえん

スプーンを使って自分で食べ始める時期は、食べ散らか
したり食べ物をこねたりすることもあります。発達段階を
受けとめながら、「こうしようね。」などと優しく声をかけ
て伝えることも大切です。一生懸命口に運んでいる時は見
守りましょう。大人が立ったり座ったり、テレビがついて
いたりすると、食べずに遊んでしまうことがあります。周
りに気を散らすものはないかを確認してみるといいです
ね。席を離れて歩き回ったり遊び始めてしまったりした場
合は、繰り返し促しても戻らないようなら食事の時間を終
わりにします。一度の食事時間を 30分ほどを目安に決め
て、楽しい雰囲気の中で食事ができるといいですね。

遊び食べについて

11　人と自然がつくる楽しいまちーあみ



区 分 年度末現在高
財政調整基金 1,662,400
減債基金 373,100
その他の基金 2,226,623
国民健康保険支払準備基金 130,000
公共下水道整備基金 100
農業集落排水事業債減債基金 54,208
介護給付費準備基金 57,075
介護従事者処遇改善臨時特例基金 6,098
土地開発基金（現金） 3,600

合　計 4,513,204

●町債
区 分 年度末現在高

一般会計 10,848,250
特別会計 10,829,144
公共下水道事業 8,223,161
土地区画整理事業 1,430,910
農業集落排水事業 1,175,073

公営企業会計（水道事業） 741,866
合　計 22,419,260
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まちのざいせいじじょう

※会計それぞれの性質お
よび事業の内容によりそ
の執行状況が異なります

町の財政状況を公表します

企画財政課☎888ー1111（223・225）

平成 22年度下半期

財政事情
町民の皆さんに町政の運営状況についてご理解を深めて
いただくために、平成 22年度下半期（平成 23年 3月 31
日現在）の各会計予算の収支状況等をお知らせします。
なお、一般会計および特別会計の収支状況は、平成 23
年 3月 31 日までに発生した債権や債務を整理するための
出納整理期間（平成 23 年 4月 1日から 5月 31 日までの
2か月間）における収入支出は含まれませんので、決算額（最
終確定額）とは一致しません。

■一般会計 （単位：千円・％）

■特別会計 （単位：千円・％）
※予算現額（一般会計およ
び特別会計）：当初予算額
に 4 月以降の補正予算
額・予備費充用・費目間の
流用・前年度からの繰越
明許にかかる繰越額など
を増減した後の予算額

■公営企業会計（水道事業） （単位：千円・％）※収益的：事業の管理・運営に関する収入および支出をいいます
※資本的：施設の建設・改良などに関する収入および
支出をいいます
※資本的収支の支出に対する収入の不足額は、過年
度分損益勘定留保資金等で補てんします
※消費税・地方消費税を含みます

■町債等の現在高
（単位：千円）

■基金の現在高 （単位：千円）

●一時借入金
なし

区 分 予算現額 執行済額 執行割合
収益的 収入 935,329 975,891 104.3

支出 935,329 863,131 92.3
区 分 予算現額 執行済額 執行割合

資本的 収入 92,830 59,921 64.5
支出 485,609 403,743 83.1

歳　入 歳　出
区 分 予算現額 収入済額 収入割合 区 分 予算現額 支出済額 支出割合

町 税 7,071,209 7,323,953 103.6 議会費 132,373 128,612 97.2
地方譲与税 200,500 206,250 102.9 総務費 1,725,020 1,423,141 82.5
地方消費税交付金 381,100 413,661 108.5 民生費 3,910,234 3,004,013 76.8
地方特例交付金 79,287 79,287 100.0 衛生費 1,124,470 908,928 80.8
地方交付税 1,192,194 1,192,194 100.0 農林水産業費 210,899 117,601 55.8
分担金及び負担金 206,076 179,790 87.2 商工費 184,207 122,028 66.2
使用料及び手数料 228,437 214,188 93.8 土木費 2,579,270 1,171,139 45.4
国庫支出金 1,921,091 1,525,096 79.4 消防費 611,829 593,049 96.9
県支出金 728,308 318,637 43.8 教育費 2,245,013 1,627,334 72.5
繰入金 15,309 14,213 92.8 災害復旧費 266,539 0 0.0
繰越金 864,412 864,413 100.0 公債費 1,585,931 1,585,931 100.0
諸収入 421,592 361,289 85.7 諸支出金 576,552 574,302 99.6
町 債 1,674,000 1,162,900 69.5 予備費 14,581 0 0.0
その他 183,403 191,992 104.7

合 計 15,166,918 14,047,863 92.6 合 計 15,166,918 11,256,078 74.2

会計名 予算現額 収入済額 収入割合 支出済額 支出割合
国民健康保険 5,196,798 4,436,686 85.4 4,223,571 81.3
公共下水道事業 1,964,418 785,214 40.0 1,288,322 65.6
老人保健 17,240 15,083 87.5 15,083 87.5
土地区画整理事業 421,956 520,762 123.4 368,365 87.3
農業集落排水事業 570,266 188,786 33.1 278,379 48.8
介護保険 2,106,226 1,700,392 80.7 1,888,384 89.7
後期高齢者医療 611,581 562,139 91.9 592,276 96.8

合 計 10,888,485 8,209,062 8,654,380

※出納整理期間（平
成 23年 4月・5月）
における借入額を
含みます



まちしょくいんぼしゅう

問い合わせ　〒 300 － 0392 阿見町中央一丁目 1 番 1 号　総務課職員係☎ 888 ー 1111（211・212）

①試験区分・採用予定人数

③ 2 次試験

④試験日・試験場および合格者の発表

② 1 次試験

平
成
6
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
人

●
消
防
職

▼
学
歴	

高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学

歴
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
平
成
24

年
3
月
卒
業
見
込
の
人

▼
年
齢	

昭
和
61
年
4
月
2
日
か
ら

平
成
6
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
人

▼
身
長	

お
お
む
ね
1
6
0
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
（
女
性
は
お
お
む
ね

1
5
5
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
以
上

で
あ
る
人

▼
体
重	

お
お
む
ね
50
キ
ロ
グ
ラ
ム

（
女
性
は
お
お
む
ね
45
キ
ロ
グ
ラ

ム
）
以
上
で
あ
る
人

▼
胸
囲	
身
長
の
お
お
む
ね
2
分
の

1
以
上
で
あ
る
人

▼
視
力	
矯
正
視
力
を
含
み
両
眼
で

0
・
7
以
上
、
か
つ
一
眼
で
そ
れ

ぞ
れ
0
・
3
以
上
で
あ
る
人

▼
色
覚	

赤
色
・
青
色
・
黄
色
の
色
彩

の
識
別
が
で
き
る
人

▼
聴
力	

聴
力
が
正
常
で
あ
る
人

▼
居
住	

管
轄
区
域
内
お
よ
び
近
隣

市
町
村
に
居
住
し
得
る
人

■
欠
格
事
項

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は

受
験
で
き
ま
せ
ん
。

▼
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人

▼
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人

▼
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ

の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
、
ま
た
は

そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く

な
る
ま
で
の
人

▼
本
町
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の
処

分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら

2
年
を
経
過
し
て
い
な
い
人

▼
日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に
成

立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る

こ
と
を
主
張
す
る
政
党
、
そ
の
他

団
体
を
結
成
し
、
ま
た
は
こ
れ
に

加
入
し
た
人

■
試
験
の
方
法

試
験
は
、
1
次
試
験
・
2
次
試
験

お
よ
び
身
上
調
査
を
行
い
ま
す
。
2

次
試
験
は
1
次
試
験
の
合
格
者
に
対

し
て
の
み
行
い
ま
す
。
身
上
調
査
は

受
験
資
格
の
有
無
お
よ
び
申
込
書
記

載
事
項
の
真
否
に
つ
い
て
調
査
し
ま

す
。
試
験
の
内
容
・
期
日
・
場
所
等
は

下
表
②
〜
④
の
と
お
り
。

■
給
与

給
与
は
、
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
・
規
則
に
基
づ
き
支
給
さ
れ
ま

す
。
例
え
ば
、
学
校
卒
業
直
後
に
採

用
さ
れ
た
場
合
は
下
表
⑤
の
と
お
り
。

■
受
験
手
続
・
受
付
期
間

●
申
込
用
紙
の
請
求

▼
申
込
用
紙
は
総
務
課
に
請
求

▼
郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒

の
表
に
『
職
員
採
用
試
験
申
込
用

紙
請
求
』
と
朱
書
き
し
、
あ
て
先

を
明
記
し
て
90
円
切
手
を
は
っ
た

返
信
用
封
筒
（
12
×
24

 

cm
）
お
よ

び
最
終
学
歴
（
見
込
含
む
）・
希
望

職
種
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
住
所
・
電

話
番
号
を
明
記
し
た
書
類
を
必
ず

同
封
し
て
く
だ
さ
い

●
申
込
期
間

▼
7
月
1
日（
金
）〜
29
日（
金
）（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）

▼
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

▼
郵
送
は
7
月
29
日（
金
）必
着

●
申
込
方
法

総
務
課
に
申
込
書
を
1
部
提
出
。

受
験
料
不
要
。
受
験
申
込
者
に
は
受

験
票
を
交
付
し
ま
す
。

平
成
24
年
4
月
1
日
採
用
予
定
の

町
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
試
験
区
分
・
採
用
予
定
人

数下表
①
の
と
お
り
。

■
受
験
資
格

健
康
状
態
が
正
常
で
、
募
集
区
分

ご
と
に
次
の
要
件
を
満
た
す
こ
と

（
町
外
居
住
者
も
受
験
で
き
ま
す
）。

●
一
般
事
務
職

▼
学
歴	

高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学

歴
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
平
成
24

年
3
月
卒
業
見
込
の
人

▼
年
齢	

昭
和
31
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人

※
阿
見
町
で
は
、
行
政
課
題
の
複
雑

化
・
多
様
化
・
専
門
化
の
進
展
に
適

切
か
つ
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、

新
規
卒
業
者
を
募
集
す
る
と
と
も

に
、
民
間
企
業
等
の
職
務
経
験
で

培
わ
れ
た
コ
ス
ト
意
識
・
経
営
感

覚
・
高
い
専
門
性
・
柔
軟
な
発
想
力

等
を
有
す
る
人
材
を
求
め
ま
す

（
特
に
必
要
と
し
て
い
る
職
務
経

験
の
事
例
：
法
制
業
務
、
情
報
処

理
、
耕
作
放
棄
地
対
策
、
土
木
建

築
設
計
・
施
工
管
理
等
）

●
保
育
士

▼
学
歴	

保
育
士
の
資
格
を
有
す
る

人
、
ま
た
は
平
成
24
年
3
月
ま
で

に
資
格
取
得
見
込
の
人

▼
年
齢	

昭
和
61
年
4
月
2
日
か
ら

平
成
24
年
度

町
職
員
採
用

試
験
案
内

13　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

試験区分 採用予定人数 職務内容
一般事務職 5 人程度 一般事務
保 育 士 2 人程度 保育業務
消 防 職 1 人程度 消防業務

口述試験 個別面接による主に人物についての試験

身体検査 職務遂行に必要な健康度を有するかの検査
（消防職の場合は、体力測定を行う）

区　　分 1次試験 2次試験
期　　日 9 月 18日（日） 11 月中旬ごろ

試 験 場 茨城大学（水戸市文
京二丁目 1番 1号）

1次試験合格者
に通知します

合 格 者
の 発 表

10 月中旬ごろ、
本人に通知します

12月中に、
本人に通知します

試験方法 択一式および作文の筆記試験。作文は主に
文章表現力等についての試験（※ 1）

試
験
区
分
・
科
目

A
（大学卒）

公務員として必要な大学で履修した程度の
一般的知識・知能。社会科学・人文科学・自
然科学・判断推理・文章理解（英語を含む）・
数的処理・資料解釈

B
（短大・高
校 卒 な
ど）

公務員として必要な高等学校で履修した程
度の一般的知識・知能。国語・社会・理科・数
学・判断推理・文章理解（英語を含む）・数的
処理・資料解釈

⑤新卒者給料

職　　種
初任給（平成 23年 4月現在）

高校卒 短大卒 大学卒
一般事務職 140,100 円 152,800 円 172,200 円
保 育 士 152,800 円 172,200 円
消 防 職 158,100 円 172,000 円 187,500 円
▼学校卒業後一定の経験年数がある人は、上記金額に一
定額が加算されます
▼給料のほか、扶養・住居・通勤・時間外勤務・期末・勤勉手
当が支給されます

※ 1　ただし、1次試験の合否判定は筆記試験のみで判定
し、作文は 2次試験の合否判定資料といたします



だんじょきょうどうさんかくしゃかい

町民活動推進課☎888ー1111（271〜 273）

配偶者暴力（DV)とは、配偶者または事実婚のパートナーなど親密な関係にある男女間における暴力のこと
を言います。
暴力は、殴る・けるなどの身体的暴力だけではなく、人格を否定するような暴言や、生活費を渡さないなど
の精神的暴力や、性行為の強要などの性的暴力も含まれます。
これらの暴力の多くは家庭という私的な生活の場で起こるため、他の人に見つかりにくく、長期に渡り繰返
し行われることで、被害者に恐怖や不安を与えるため、深刻なダメージを受ける場合が多くあります。

このマークは男女共
同参画社会のシンボ
ルマークです

広報あみ 7月号　14

配偶者暴力（DV）とは何ですか？

■町男女共同参画市民講座開催
阿見町では男女共同参画社会の実現を目指して、町民を対象に行ったアンケート調査・分析・計画策定を
進めています。その計画に先立ち男女共同参画社会の実現に向けての市民講座を開催します。
とても具体的でわかりやすく、楽しい講座です。（詳細は、広報あみ６月号お知らせ版に掲載）
講　　　師：長谷川幸介氏（茨城大学准教授）
そ　の　他：参加無料・申し込み不要
問い合わせ：町民活動推進課　湯原（勝）・湯原（和）☎ 888-1111（271・273）

国の第 3次男女共同参画基本計画　「話そう、働こう、育てよう。いっしょに。」
「第3次男女共同参画基本計画は、男女共同参画社会の形成が一層加速されるよう、実効性のあるアクション・
プランとして平成 22年 12 月に閣議決定されました。その中で、男女共同参画を進めるべき分野として 15
の重点分野を設定しており、幅広い分野が網羅されています。男女共同参画社会の実現は女性にとっても男性
にとっても生きやすい社会をつくることであり、その目標として次の 4つを揚げています。

❶固定的性別役割分担意識をなくした男女平等の社会
❷男女の人権が尊重され、尊厳を持って個人が生きることのできる社会
❸男女が個性と能力を発揮することによる、多様性に富んだ活力ある社会
❹男女共同参画に関し国際的な評価を得られる社会

特徴として、「男性・子どもにとっての男女共同参画」などの重点分野が新設されております。

■問い合わせ　▼牛久警察署　☎ 871-0110　▼阿見町役場　☎ 888-1111（271・273）

まず、警察　そして役場相談窓口　秘密は守ります

【精神的暴力】の例
大声でどなる、何をいっても無視して
口をきかない、人前でばかにする、誰
のおかげで生活できるんだなどとい
う、生活費を渡さない、友人・親族と
の付き合いを制限する、大切なものを
壊す、仕事をやめさせる、こどもに危
害を加えるといって脅す　等

【身体的暴力】の例
平手で打つ、足でける、髪を引っ張る、
もので殴る、首を絞める、腕をひねる、
引きずり回す、ものを投げつける　等

【性的暴力】の例
嫌がっているのに性行為を強要する、
無理にポルノ等を見せる、中絶を強要
する　等

男女共同参画社会
づくりにむけて
男女共同参画社会
づくりにむけて



15　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

きょうどうのまちづくり

「町民活動団体」の情報
を公開しています
町民活動推進課☎888ー1111（271・273）

以前、広報あみ 4月号で一部ご紹介しました「町民活動に関するアンケート」において、社会貢献活動を展
開されていると回答いただいた団体、また回答内容から活動が社会貢献活動にあたると判断した団体の中で、
活動状況等をご提出くださった団体の情報をまとめ、町ホームページにおいて分野ごとに情報公開しています。
「町にはどんなNPO・ボランティア団体があるのだろう」

「ボランティアなどやってみたいけれど、具体的にはどういう活動があるのかわからない」

「今ある団体と協力して何か活動してみたい」

そんな風に思われている人はぜひ一度ご覧ください。
また、インターネットをご覧いただけない人や「連絡を取ってみたいけれど、直接団体の代表者に連絡する
のは少し気が引ける」と感じる人は、「阿見町町民活動センター」において情報を提供したり、仲介することも
可能ですので、お気軽にお問い合わせください。
なお、現在公開されている団体名と活動分野を下記で簡単にご紹介します。

活動分野 団体名 活動分野 団体名

保 阿見町シルバー・リハビリ体操指導士会 環 おおぞらグループ

保・福・子 NPO法人　アニマルセラピー協会 環 クリーンタウンAMI

保・福 筑見いきいき 環・他支 神田池を保全する会

保・福・ま・学・科・消 NPO法人　日本ヤーコン協会 環・子 おもちゃ病院

福 おむすびの会 社・ま・環 阿見・里山ワンダーランドの会

福 NPO法人　まい・あみ 社・ま・経・他支 あみ自然再生ネットワーク

福 阿見点字サークル 社・ま・安・子 筑見カチカチ

福 輪道会 社・ま・学 牛久助郷一揆義民顕彰会

福 阿見朗読の会 ま・安 百笑の会

福・生 シンワサロン ま・学・芸ス・子 NPO法人　阿見アスリートクラブ

福・芸ス 喜和会 子・その他 阿見土曜クラブ

福・芸ス 臨床美術 子 おはなしポシェットの会

福・その他 田舎のたまり場　ゆのはら 芸ス・子 くれぱすの会

福・社・人 ひだまりの会 その他 筑見区高齢者等送迎システム「ふれあい」

福・社・学・情 阿見手話サークル　たんぽぽ その他 西美会

環 阿見緑の会 その他 阿見町介護サークル　人仁の会

環 あみエコクラブ

随時、情報公開したい町民活動団体を募集しています（一定の要件を満たしている必要あり）。詳細につい

ては、町ホームページをご覧いただくか、町民活動推進課までお問い合わせください。

保…保健医療　福…福祉増進　子…子供育成　ま…まちづくり　学…学術文化　科…科学振興
消…消費者保護　生…生涯学習　芸ス…芸術・スポーツ　社…社会教育　人…人権擁護
情…情報化　環…環境保全　他支…他団体支援　経…経済活性化　安…地域安全



7 月 20日（水）から 8月 20日（土）までの 32日間は、夏の交通事故防止県民運動期間です。
●重点項目
（1）子どもと高齢者の交通事故防止
（2）飲酒運転・スピード違反・過労運転等の防止
●スローガン
「あぶないよ　よそみ　いねむり　けいたいでんわ」
県民一人ひとりが交通ル－ルの順守と正しい交通マナ－の実践を習慣づけることにより、交通事故防止
を図りましょう。

『夏の交通事故防止県民運動』

広報あみ 7月号　16

こうつうあんぜん

町民活動推進課☎888ー1111（271・272）

子どもと高齢者の
交通事故防止

平成 22年中の高齢者（65歳以上）の死者数は 102 人で、全体の 49.8%を占め全国ワ－スト 1位となっ
ていて、状態別では、歩行中（49人）が最も多く、中でも横断中が 38人となっています。
また、子どもの死者数は 5人、負傷者数は 1,375 人となっていて、特に小学校低学年では「歩行時」、高学
年になると「自転車乗車中」が多数を占めています。

交通事故から身を守るために

自転車に
乗るときは

○見通しの悪い場所では必ず止まり、
左右の安全を確認する
○歩行者優先、歩行者に道を譲る
○ヘルメットは必ず着用する
○二人乗りなどの違反行為はしない

周囲の
運転者の
順守事項

高齢運転者標識を表示した普通自
動車に対して幅寄せや割り込みを
した自動車運転者は処罰されます

● 5万円以下の罰金
●反則金（大型車 7,000 円、普通車または二輪車 6,000 円、小型
特殊自動車 5,000 円）
●基礎点数 1点

●道路を横断する際、一旦止まって右左の安全を必ず確認してください
●明るい服装で、反射材等を身につけてください
●懐中電灯の携行に心掛けてください

歩行者は　反射材を！歩行者は　反射材を！
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ちょうみんかつどうせんたー

町民活動センター　☎888ー2051　業務時間：月曜日を除く午前10時〜午後9時

町民活動センターだより

3 月 29日から福祉センター『まほろば』が町指定の避難所になり、4月～ 5月いっぱいまで福島県からの避難者 3
家族 6人の皆さんが生活されました。この避難所開設を契機に、阿見町での避難生活を少しでも安らいでいただこう
という思いから、さまざまな皆さんがボランティアとして避難所生活をサポートし、町民活動センターで活動されて
いるボランテイアの皆さんも活動センターの声掛けに応え積極的に活動されました。

以上のような内容で、4月・5月と『まほろば』避難所生活のサポートをボランテイアの皆さんを中心に行い、町民活
動センターはそのコーデイネートを役割として担ってきました。5月いっぱいで避難所は閉鎖されましたが、引き続
き福島第一原子力発電所 20km圏内にお住まいの皆さんを中心に、避難生活は長期にわたることが予想されます。今
後とも、町民活動センターはそのような避難者の皆さんが少しでもリラックスされて避難生活を送られるよう、可能
な限りのサポートをしてまいります。まだまだ、NPO法人・ボランテイアの皆さんのご協力が必要な場面もあります
ので、ご支援いただける人は町民活動センターにご連絡ください。

 《えがお》 《えがお》

一週間のタイムスケジュールを組み、避難所開設当初から定期的にサポート。興味あるサポートを受けていただき
ました。午前中は、町民活動センターの利用団体と健康独立会メンバーによるマッサージを中心とし、午後には町民
活動センターで活躍されている講師による陶芸教室やパソコン教室を行いました。また、町民活動センター長が中心
となり定期的にコミュニケーションの時間も設けました。
週末は、参加可能な団体の活動もご案内しつつ、基本的には自由に過ごしていただく時間と考え、ある程度スケジ
ュールが組まれた平日と自由な休日という生活をご提案しました。

■定期的にボランテイア活動をされた皆さん

町民活動センターに登録し活動をしている皆さんが、避難所『まほろば』でボランティア活動を展開

緊急的な避難であったことから不便をきたしていた日常生活を支える活動も展開されました。
▼引っ越し、ハローワークなどの送迎、お手伝い
▼福島県の移動に自動車の貸し出し

そのほかにも、避難所生活に必要な支援物資を数多くの皆さんにご提供をいただきました。また、『まほろば』を管
理されている事務・用務の皆さんとのコミュニケーションも心の癒やしに繋がっていたようです。

■日常的なお手伝いをいただいているボランテイアの皆さん

避難者の皆さんは、特に最初のころ身体的にも精神的にも疲れていたので、マッサージは好評でした。また、物づ
くりという観点から、陶芸をとても気に入ってくださったようで、作品づくりを楽しんでおられました。パソコンで
動画を観たり、各種ホームページを観ながら避難情報を入手したりといった時間も含め、定期的に予定があることで、
時間をどのように過ごそうかと途方に暮れることもなく、生活にリズムができたことを喜ばれ、避難生活をサポート
されたボランテイアの皆さんの活動に対して感謝の声が寄せられました。

■イベント的にボランテイア活動をされた皆さん
上述した定期活動のほか、さまざまな団体・個人の皆さんにより支援が催されました。
▼ 4月 8日　深呼吸体操
▼ 4月 12日　コミュニケーション
▼ 4月 15・29日　足つぼマッサージ健康体操
▼ 4月 20日　そば打ち実習体験＆食事会
▼ 4月 27日　音楽演奏で安らぎを
▼ 4月 29日　激励会地元料理でおもてなし
▼ 5月 13日　そばを食べながらコミュニケーション
▼ 5月 18・25日　鍼

しんきゅう

灸マッサージ・精神ケア
▼ 5月 21日　美杉会発表会招待

このようなひと時も、避難者の皆さんにとって心休まる時間となったようです。
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環境政策課☎ 888ー1111（127）

ほうしゃせんのちしき

私たちは、日常生活の中で、『自然放射線』を受け
るとともに医療放射線を中心とした『人工放射線』
も受けて暮らしています。『自然放射線』も『人工放
射線』も、体に受ける放射線の量（シーベルト）が同
じであれば、その影響も同じです。
◦世界平均の 1人あたりの『自然放射線』量は、年
間 2.4 ミリシーベルトです。
◦日本人平均の 1人あたりの『自然放射線』量は、
年間1ミリシーベルト～1.5ミリシーベルトです。
◦ CTスキャンの『人工放射線』量は、1回あたり
6.9 ミリシーベルトです。
◦胃の X線集団検診の『人工放射線』量は、1回あ
たり 0.6 ミリシーベルトです。
◦東京～ニューヨーク航空機旅行（往復）による『自
然放射線』量は、0.2 ミリシーベルトです。
◦胸の X線集団検診の『人工放射線』量は、1回あ
たり 0.05 ミリシーベルトです。
※ 1ミリシーベルト（mSv）＝ 1,000 マイクロシー
ベルト（μSv）

▶電気事業連合会「原子力・エネルギー図面 2010」
をもとに作成

放射線について、正しい理解を深めましょう

放射線「Q＆A」

次の表は、町で 5月 25日・26日に行った、町内保育所・保育園・幼稚園・
小学校・中学校・高等学校の校庭・園庭における放射線の測定結果です。

地上 50cmでの平均値（範囲） 地上 1mでの平均値（範囲）

0.390（0.281 ～ 0.533） 0.368（0.249 ～ 0.506）

※単位：マイクロシーベルト毎時

この値は、文部科学省が発表した子どもの屋外活動を制限すべきレベ
ルではありませんが、子どもが受ける放射線量をできるだけ低く抑える
ための留意事項として、次の点が示されています。
◦屋外での活動後には、手や顔を洗い、うがいをする
◦土や砂を口に入れないように注意する
◦土や砂が口に入った場合には、よくうがいをする
◦土ぼこりや砂ぼこりが多いときには窓を閉める
◦登校・登園時および帰宅時には、靴の泥をできるだけ落とす

ヨウ素やセシウムが放射線を出
す能力が『ベクレル』です。一方、
放射線の体への影響がどれだけあ
るかを数字で表したものが『シー
ベルト』です。

▲計測機器：環境放射線モニタ 
PA-1000 Radi

▼図：日常生活と放射線
Q1　日常生活で受ける放射線はどれくらいですか？

Q2　子どもを外で遊ばせても大丈夫ですか？

Q3　『ベクレル』と『シーベルト』
とはどういう意味ですか？



まい・あみジュニアフェス　午後 3時 30 分〜 5時　子
どもたちが、歌や踊りなど多彩な芸を披露します。
個性あふれる子どもたちの演技をお楽しみください。

常陸陣太鼓　午後 5時〜 5時 30 分　陸上自衛隊武器
学校の有志が結成した『常陸陣太鼓』。迫力ある太鼓
の音と鮮やかなバチさばきをお楽しみください。

アミューズフェス　午後 5時 30 分〜 8時　町内の達
人たちがとっておきの芸を披露します。さまざまな
芸を存分にお楽しみください。

まい・あみ・まつり2011実行委員会事務局☎888ー1111（173）

まい・あみアンバサダーオーディション 2011　午後 3
時〜 4時　18 歳以上の阿見町大好き人間が集まりま
す。その中から、まつりの PRや町の観光事業等に
参加してくれるアンバサダー（大使）を 3人選びます。
さて、今年はどんなアンバサダーが選ばれるのでし
ょうか？　ご期待ください。

キャラクターショー　午後 4時〜 4時 45 分　『時空戦
士イバライガー』がステージ上で大活躍！　IBARAKI
には、本物のヒーローがいる！

チャリティー握手会　午後 5時 20 分〜 6時　あみ大
使（藤田加奈子・ノブ＆フッキ―・薬師るり）やイバラ
イガーと握手・撮影会などを行います。

芸能ショー　午後 6時 30分〜 8時 30分　あみ大使と
『テツ andトモ』の楽しいショーをお楽しみください。

8月 7日（日）

8月 6日（土）
町内の神輿・山車　子ども神輿：午後 4時巡行・大人神輿：
5時 30分巡行　はんてん姿の老若男女が町内自慢の
神輿を担ぎ上げ、山車を引き、威勢のよい掛け声を
響かせます。

音楽パレード　午後 3時 5分〜 3時 45 分　町内の小
学生による演奏です。この日のために一生懸命練習
して登場します！

よさこいソーラン　午後 3時 50分〜 5時 20分　町内
各団体の踊り子が鮮やかで息のあった舞を披露しま
す。ご期待ください！

盆踊り　午後 6時 15 分〜 7時 30 分　町内の団体・企
業からなる踊り手が練習の成果を披露します。

8月 6日（土）

8月 7日（日）

19　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

〈広告欄〉

■まい・あみ・まつりボランティア募集のお知らせ
①ステージ式典部会
日時：8月 5日（金）午前～ 8日（月）午前　※時間は要相談、一部でも可
内容：ステージの事前準備、後片づけ、当日のステージ運行補佐など

②パレード神輿部会
日時：8月 7日（日）　午後 5時〜 9時　※時間は要相談
内容：盆踊り参加団体の案内、プラカード、演技中の警備など

③広報協賛金部会
日時：8月 6日（土）・7日（日）　午後 2時 30分〜 9時　※どちらかの日または短時間でも可
内容：まつり会場の整理、ごみ拾いなど

●申込方法：ご希望の部会を 7月 15日（金）までに、電話または直接上記に申し込む

　　　
まつり会場内で東日本大震

災の義援金を募集します。ご協

力をお願いいたします。

■■■■ステージでの催し■■■■ ■■■■ストリートでの催し■■■■
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おしらせ

〈広告欄〉

■
節
電
を
お
願
い
し
ま
す
！

震
災
の
影
響
に
よ
り
、
今
年
の
夏

は
電
力
供
給
の
大
幅
な
不
足
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
町
で
も
節
電
対
策
に
取

り
組
ん
だ
結
果
、
4
月
の
本
庁
舎
の

電
気
使
用
量
は
対
前
年
比
17
％
の
削

減
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
間
引

き
照
明
や
エ
ア
コ
ン
温
度
管
理
の
徹

底
な
ど
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
節
電
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
町
民
の
皆

さ
ん
に
は
各
町
施
設
に
お
い
て
ご
不

便
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
皆
さ
ん
の
家
庭
や
事

業
所
で
最
大
限
の
節
電
の
努
力
を
す

る
こ
と
が
安
定
し
た
電
力
供
給
に
つ

な
が
り
ま
す
の
で
、
積
極
的
な
節
電

へ
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

環
境
政
策
課
☎
8
8
8

ー

1
1
1
1
（
1
2
7
）

■
コ
ス
モ
ス
種
ま
き
の
参
加

者
募
集

毎
年
、
国
道
1
2
5
号
バ
イ
パ
ス

に
お
い
て
清
掃
活
動
や
コ
ス
モ
ス
の

種
ま
き
と
い
っ
た
環
境
美
化
活
動

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ

り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
次
の

公
聴
会
は
、
公
述
申
出
人
が
い
る
場

合
に
の
み
開
催
し
ま
す
。

▼
期
日	

7
月
22
日
（
金
）

▼
時
間	

午
前
10
時
か
ら

▼
場
所	

役
場
3
階
3
0
5
会
議
室

▼
内
容	

土
浦
・
阿
見
都
市
計
画
道

路
『
福
田
工
業
団
地
線
』
の
変
更

（
追
加
）

▼
素
案
の
閲
覧	

7
月
6
日
（
水
）

～
14
日
（
木
）
の
間
、
都
市
計
画

課
窓
口
に
て　

※
土
・
日
を
除
く

▼
申
出
方
法	

素
案
の
内
容
に
対
し

て
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と

を
希
望
す
る
場
合
、
7
月
6
日

（
水
）
～
14
日
（
木
）
の
間
に
、
公

述
申
出
書
（
都
市
計
画
課
に
備
え

付
け
）
を
郵
送
ま
た
は
直
接
左
記

へ
提
出
す
る　

※
郵
送
の
場
合
は

7
月
14
日
（
木
）
必
着

▼
提
出
先	

〒
3
0
0
ー

0
3
9
2

阿
見
町
中
央
一
丁
目
1
番
1
号
阿

見
町
長
天
田
富
司
男
あ
て
（
都
市

計
画
課
扱
い
）

▼
問
合
せ
　
都
市
計
画
課
計
画
係
☎

8
8
8
ー

1
1
1
1
（
2
4
4
）

■
『
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
パ
ー
テ

ィ
ー
』
参
加
者
募
集

▼
期
日	

7
月
23
日
（
土
）

▼
時
間	

午
前
10
時
～
午
後
1
時

▼
場
所	

総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』

▼
対
象	

20
歳
～
49
歳
の
独
身
男
女

▼
募
集
人
数	

男
女
各
20
人　

※
申

込
多
数
の
場
合
抽
選

▼
参
加
料	

▼
男
性
：
2
0
0
0
円

▼
女
性
：
1
5
0
0
円
（
結
婚
相

談
所
会
員
の
人
お
よ
び
今
回
会
員

登
録
す
る
人
は
5
0
0
円
割
引
）

▼
申
込
期
間	

7
月
15
日
（
金
）
ま
で

▼
申
込
方
法	

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
身
分
証
明
書
の
コ

ピ
ー
を
添
え
て
左
記
へ
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
せ　

〒
3
0
0
ー

0
3
3
1
阿
見
町
阿
見
4
6
7
1

ー

1
社
会
福
祉
協
議
会
☎
8
8
7
ー

0
0
8
4
ＦＡＸ
8
8
7
ー

9
9
3
4

■
㈳
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
入
会
説
明
会
開
催

▼
期
日	

7
月
19
日
（
火
）

▼
時
間	

午
前
10
時
～
正
午

▼
場
所	

㈳
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』
別
館
）

▼
問
合
せ	

㈳
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
☎
8
8
8
ー

2
0
3
6

と
お
り
コ
ス
モ
ス
の
種
ま
き
を
行
い

ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
人
は
当
日

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
今

年
度
は
8
月
下
旬
と
2
月
に
清
掃
活

動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
期
日	

7
月
9
日
（
土
）
▼
雨
天

の
場
合
は
10
日
（
日
）
に
延
期　

※
態
度
決
定
は
午
前
7
時
30
分

（
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ
）

▼
時
間	

午
前
8
時
30
分
か
ら

▼
場
所	

U
R
U
R
U
阿
見
店
（
国

道
沿
い
工
業
団
地
入
口
付
近
パ
チ

ン
コ
店
）
駐
車
場
集
合　

※
駐
車

場
は
奥
か
ら
詰
め
て
駐
車

▼
内
容	

国
道
1
2
5
号
バ
イ
パ
ス

（
中
央
～
島
津
間
の
約
3　
km
）
の

コ
ス
モ
ス
種
ま
き

▼
そ
の
他　

汚
れ
て
も
よ
い
服
装

▼
問
合
せ　

花
ひ
ら
く
ま
ち
推
進
委

員
会
事
務
局（
町
民
活
動
推
進
課

内
）☎
8
8
8
ー

1
1
1
1（
2
7
3
）

■
『
土
浦
・
阿
見
都
市
計
画

に
関
す
る
公
聴
会
』
開
催

土
浦・阿
見
都
市
計
画
の
変
更
（
追

加
）
案
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
皆

さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た

め
、公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。
な
お
、

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

Informa
tion

Informa
tion



■町土地開発公社宅地分譲のご案内
岡崎一丁目にある宅地の公募抽選による分譲を行います。当地は、交通至便な場所に
位置しており、6m舗装道路・都市ガス・上下水道などの基礎施設も整備されているので、
健全な宅地利用が可能です。なお、土地開発公社より直接販売するため、媒介手数料・
登記手数料は必要ありません（収入印紙代・登録免許税等は、別途必要です）。
▶分譲地　❶岡崎一丁目 13番 7・8❷岡崎一丁目 19番 5❸岡崎一丁目 20番 24
▶区画数　3区画（❷は分割可能）
▶面積　　❶ 216.57 ㎡❷ 447.58 ㎡（223.84 ㎡／ 223.74 ㎡）❸ 282.93 ㎡
▶価格　　❶ 6,996 千円❷ 14,715 千円（7,784 千円／ 7,780 千円）❸ 9,821 千円
▶申込期間　7月 8日（金）～
14日（木）午前 9時 30分～
午後 3時 30分

▶申込場所　町土地開発公社（都
市計画課内）

▶抽選日時　7月 16日（土）午
前 10時から

▶抽選場所　役場 3階 305 会議
室

▶問合せ　町土地開発公社（都
市計画課内）☎ 888ー1111
（244・246）

21　ホームページ　http://www.town.ami. ibaraki. jp/　　E メール　ami@town.ami. lg. jp

おしらせ

〈広告欄〉

■
町
民
活
動
セ
ン
タ
ー
か
ら

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

▼
期
日	
7
月
24
日
（
日
）

▼
時
間	
午
前
10
時
～
正
午

▼
テ
ー
マ	
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
出

会
い
方

▼
講
師	

セ
ン
タ
ー
長　

楠
康
夫
氏

▼
参
加
料	

無
料

●
夏
休
み
ポ
ス
タ
ー
作
成
講
座

▼
期
日	

7
月
16
日
（
土
）・
23
日

（
土
）・
30
日
（
土
）

▼
時
間	

午
前
10
時
〜
正
午

▼
講
師	

和
田
泰
子
氏

▼
内
容	

夏
休
み
課
題
ポ
ス
タ
ー
の

作
成
指
導

▼
参
加
料	

1
0
0
0
円

●
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座

▼
期
日	

7
月
26
日
（
火
）

▼
時
間	

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
講
師	

小
林
よ
し
子
氏

▼
募
集
人
数	

20
人（
定
員
で
締
切
）

▼
参
加
料	

1
5
0
0
円
（
花
器
・

花
材
含
む
）

▼
持
参
品	

は
さ
み

●
こ
れ
か
ら
始
め
る
パ
ソ
コ
ン
『
超

入
門
失
敗
し
な
い
パ
ソ
コ
ン
の
買

い
方
講
座
』

▼
期
日	

7
月
19
日
（
火
）

▼
時
間	

午
前
10
時
～
正
午

▼
内
容	

❶
パ
ソ
コ
ン
っ
て
何
❷

パ
ソ
コ
ン
で
何
が
で
き
る
の
❸

何
を
そ
ろ
え
れ
ば
い
い
の
（
周
辺

機
器
な
ど
）
❹
ど
こ
で
買
え
る
の

❺
ど
の
く
ら
い
す
る
の
（
購
入
費

用
な
ど
）

▼
講
師	

成
田
清
和
氏

▼
募
集
人
数	

30
人
程
度

▼
参
加
料	

5
0
0
円

●
パ
ソ
コ
ン
学
習
会

パ
ソ
コ
ン
を
始
め
た
い
人
・
疑
問

を
解
決
し
た
い
人
・
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
人
・
さ
ら
に

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
い
人
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
3

人
の
講
師
が
き
め
細
や
か
に
対
応
い

た
し
ま
す
。

▼
期
日	

7
月
5
日
（
火
）・
12
日

（
火
）、
お
よ
び
毎
週
水
曜
日

▼
時
間	

午
前
10
時
～
正
午

▼
講
師	
成
田
清
和
氏

▼
募
集
人
数	

各
20
人
程
度

▼
参
加
料	
各
回
5
0
0
円

▼
持
参
品	

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
お

持
ち
の
人
は
ご
持
参
く
だ
さ
い

（
貸
し
出
し
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
）

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
室

▼
期
日	

7
月
9
日
（
土
）

▼
時
間	

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
内
容	

購
入
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
へ
の
接
続
・
パ
ソ
コ
ン
利
用
法
・

ト
ラ
ブ
ル
解
決
法
ー
な
ど

▼
講
師	

N
P
O
法
人
い
ば
ら
き

I
T
普
及
協
議
会

▼
募
集
人
数	

10
人（
定
員
で
締
切
）

▼
参
加
料	

5
0
0
円

●
『
阿
見
お
も
ち
ゃ
病
院
』
開
院

プ
ラ
レ
ー
ル
・
ミ
ニ
カ
ー
・
ラ
ジ

コ
ン
カ
ー
・
電
子
ゲ
ー
ム
・
楽
器
・
人

形
ー
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
子
ど
も

の
お
も
ち
ゃ
を
無
料
（
交
換
部
品
代

の
み
実
費
負
担
）
で
修
理
し
ま
す
。

大
切
な
お
も
ち
ゃ
が
壊
れ
た
ら
持
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
。

▼
期
日	

7
月
10
日
（
日
）

▼
時
間	

午
後
1
時
〜
3
時

▼
講
師	

金
子
隆
氏

●
申
込
方
法	

電
話
ま
た
は
直
接
左

記
に
申
し
込
む

※
場
所
は
す
べ
て
町
民
活
動
セ
ン

タ
ー

●
申
込
・
問
合
せ	

町
民
活
動
セ
ン

タ
ー
☎
8
8
8
ー

2
0
5
1
（
月

曜
日
を
除
く
午
前
10
時
〜
午
後
9

時
）
▼
E
メ
ー
ル
：am

i-vol@
bz01.plala.or.jp

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ	

http://busi
ness4.plala.or.jp/am

i-vol/



●問い合わせ　予科練平和記念館　☎891-3344
ホームページ　http://www.town.ami.ibaraki.jp/yokaren/index.html
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人権相談／行政相談　日時：7月7日（木）8月4日（木）
午前 10時〜午後 3時／場所：役場 3階 305 会議室

問い合わせ	 総務課☎ 888ー1111（216）
子育て相談　日時：月〜金曜日午前 9時〜午後 4時／
場所：中郷保育所内／訪問相談随時受付

問い合わせ	 地域子育て支援センター☎ 891ー2772
教育相談　日時：火〜金曜日午前 9時〜午後 3時／
場所：図書館となり

問い合わせ	 教育相談センター☎ 888ー1225
心配ごと相談　日時：水曜日午後1時〜4時／弁護士
相談：月1回午後1時〜3時30分［毎週水曜日の心配
ごと相談にて要予約］／場所：総合保健福祉会館相談室

問い合わせ	 町社会福祉協議会☎ 887ー0084
結婚相談　日時：第 2・第 4土曜日午後 1時〜 4時／
場所：総合保健福祉会館相談室

問い合わせ	 町社会福祉協議会☎ 887ー0084
高齢者総合相談　日時：月〜金曜日午前 8時 30 分
〜午後 5時 15分／場所：町社会福祉協議会内

問い合わせ	 町地域包括支援センター☎ 887ー8124
消費者相談　日時：月〜金曜日午前 9時〜正午・午後
1時〜 4時／場所：役場 1階町消費生活センタ−

問い合わせ	 町消費生活センタ−☎ 888ー1871
交通事故相談　日時：月〜金曜日午前 9時〜正午・午
後 1時〜 4時 45 分／弁護士相談：水曜日午後 1時〜
4時［要予約］／場所：県土浦合同庁舎

問い合わせ	 県南地方交通事故相談所☎ 823ー1123

●定例相談●

● 7月のイベント
▼よみきかせ「おはなしおさんぽの会」
期　　日	 7 月 16 日（土）
時　　間	 ❶午前 10時 30分から❷午後 2時から

※それぞれ約 30分
内　　容	 当日お知らせします
場　　所	 予科練平和記念館ラウンジ
参 加 料	 無料
▼お話し会「対談　激闘予科練」
期　　日	 7 月 17 日（日）
時　　間	 午後 2時～ 3時
場　　所	 予科練平和記念館 20世紀ホール
参 加 料	 観覧チケットが必要
▼講演会「阿見大空襲の悲劇」
期　　日	 7 月 24 日（日）
時　　間	 午後 2時～ 3時
場　　所	 予科練平和記念館 20世紀ホール
参 加 料	 観覧チケットが必要

●第 1回特別展「土門拳のまなざしー戦中戦後と“幻”
の写真」
「写真の鬼」と呼ばれた土門拳の写真展。“幻‍”の予科
練の写真も一堂に会します。
開催日時	 7 月 28 日（木）～ 10 月 30 日（日）　午前

9 時～午後 5 時（入館は午後 4 時 30 分
まで）／月曜日休館（月曜日が祝日の場
合は翌火曜日が休館）　※ 8月 15 日（月）
は開館します

観 覧 料	 ▼特別展のみ：大人 200 円（160 円）、小
中高生 100円（80円）▼常設展とのセッ
ト券：大人 600 円（480 円）、小中高生
350 円（280 円）　※（　）内は 20 人以
上の団体料金

場　　所	 予科練平和記念館 20世紀ホール

※第 1回特別展準備のため、7月 26 日（火）は臨時
休館いたします。ご了承ください

7月 26日（火）は特別展準備のため臨時休館です

▽常住人口ベース
▽（　）内は前月比
▽総務課調べ

『広報あみ』は、毎月第 2・4（12月は第 3）金曜日発行です。
下記公共施設等にも備えてありますので、ご利用ください。
▼公共施設：役場 1階正面玄関・ロビー、役場 2階秘書課、
うずら出張所、総合保健福祉会館『さわやかセンター』、
中央・かすみ・君原の各公民館、本郷・舟島の各ふれあい
センター、予科練平和記念館、町民活動センター
▼その他の施設：阿見・中央一・阿見原・青宿・実穀・君原の
各郵便局、常陽銀行阿見・荒川沖東の各支店、筑波銀行
阿見・荒川本郷の各支店、水戸信用金庫阿見支店、茨城
県信用組合阿見支店

交通事故発生状況　5月（前月比）
消防本部調べ	 軽　　傷	　14人（－ 3)
出場件数　14件（－ 5）	 中　　傷	　 1人（－ 2)
※ 4月は 22件を19件に訂正	 重　　傷	　 1人（－ 1)
	 死　　亡	　 0人（± 0)
	 合　　計　16人（－ 6)

●人口と世帯●
●総人口　47,881 人 （＋ 18）
●世帯数　18,109 世帯（＋ 45）

（6月 1日現在）

7 月の納税等
固定資産税（2期）
後期高齢者医療保険料（1期）
納期限 8月 1日（月）

8月の納税等
町県民税（2期）
国民健康保険税（3期）
後期高齢者医療保険料（2期）
介護保険料（3期）
納期限 8月 31日（水）

※納期限後に納付される場合、納付までの日数により延滞金がかかります

※�救急車の適正な利用を
お願いします

※『人口と世帯』に平成 22年 10 月に行われた国勢調
査の速報値の結果が反映されています



ちょうちょうへのてがみ

お
ふりがな

名前

電話番号

阿見町 性　別 男 ・ 女
年　齢 歳

必要 ・ 不要

ご住所

ご職業

回答が必要ですか

の　り　し　ろ

の　り　し　ろ

の
　
り
　
し
　
ろ

の
　
り
　
し
　
ろ

※この欄には何も記載しないでください

「町長への手紙」　皆さんのご意見をお寄せください
町では、『住みよいまちづくり』をより多くの町民の皆さんと一緒になって進めていくために、町政に対し

て「私はこういう考えをもっている」「こうしてほしい」など、日ごろ思っているご意見やご提案をいただき
たいと考えています。寄せられたご意見やご提案は、すべて町長が拝見し、必要に応じて回答を差し上げると
ともに、今後の町政運営の参考とさせていただきます。
手紙は、電子メールやファクシミリでも受付しています。ご意見などをお寄せいただく際は、住所・氏名・

電話番号ーなどをご記入の上、送付くださるようお願いします。
なお、お寄せいただいたご意見などは、プライバシーに配慮し、内容の要旨のみを広報紙・ホームページな

どで公表させていただく場合があります。
阿見町長



〈 折 れ 線 〉

〜町長への手紙を送るには〜
●郵　　　送	 この用紙は、切手不要の便せんとなっています。用紙を切り取りあて先が表になるように折

りたたんで「のりしろ」の部分にのりづけして郵送してください
●投かん箱 	 役場正面玄関ロビー、うずら出張所、福祉センターまほろば、図書館、中央・君原・かすみ

の各公民館、本郷・舟島の各ふれあいセンター、総合保健福祉会館ーの各施設に、用紙と
投かん箱が備え付けてあります。用紙に必要事項記入の上、投かん箱に投かんしてください

●ファクシミリ	 用紙に必要事項記入の上、ファクシミリで下記に送付してください
●電子メール	 町ホームページのトップページ下段『町長への手紙』を参照し、送信してください
●問い合わせ	 秘書課広聴係☎888ー1111（281）ＦＡＸ 887ー9560
	 ▼ホームページ：http://www.town.ami.ibaraki.jp/▼Eメール：tegami@town.ami.lg.jp
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